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的記憶 (dec1arati ve memory)，そして組織の交流記憶 (transactivememory)の3つに分類
される。当然， これら 3つの記憶は個人レベルの記憶内容Cindividualmemory contents)と
対応している。しかし，組織レベルの記憶と個人レベルの記憶とは必ずしも一致しているわけで
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はなL、。本稿は活用と探求のパラドクスに対して，個人と組織という複数の分析レベル聞の記憶
の役割(補完関係〉に注目する。











システム1)と制御的処理(熟慮的な Cシステム，システム 2)という， 2つのクラスターが存
在するという見方のことであるへそれは，非熟慮的(自動的)に素早く問題を処理するシステ
ムと新規な問題を熟慮的にゆっくりと解決するシステムの 2つが併存することを想定している。














(2) Xシステムと Cシステムという用語には，システム 1とシステム 2，自動的処理と制御的処理など，




























出所:Evans (2008)， Dual-Proccssing Accounts of Reasoning， Judg-
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表2 思いがけない不具合のタイプとそれによるプラクティショナーの対応






(居住モード) 軽 度 重 度 ド〉
指向性のタイ 非熟慮的で没入没入的対処の再構成熟慮的対処 反省的な熟慮 テーマ的意図性・分
プないし認知 的な対処 -新しい没入的対 -活動内容へ -計画策定の析的/理論的な脱離
のタイプ -状況の透明性 処方法へのシフト の注目 反省 的対処(脱世界化)
存在者(道具) 認知的に透明で 一時的に不透明で 不透明で利用 不透明で利用 道具の特徴の事物化
の世界内存在利用可能 利用不可能 不可能 不可能 脱コンテクスト化
のモード
出所:Dvora Yanow and Haridimos Tsoukas (2009)， What is Reflection -In-Action? A Phenomenological Ac-


















































続き的な記憶のことである CCohenand Bacdayan 1994)。
本稿は，この知見を拡張して，手続き的記憶に加えて，宣言的記憶と交流記憶という， 3つの
組織の記憶(個人の記憶の援用〉の存在に注目した。手続き的記憶がKnowingHowであると










































































































































































































































































































CEisenhardt and Sull， 2001)。





















[ぷT組織の宣言的記憶 組織の手続き的記憶 組織の交流記憶組織のアイデンティティ 組織のルーティン 組織の認知分業体制Knowing What Knowing How KnowingWho 
ケー ス 1: 
ム活用型学習 ム 組織の手続き的





ケー ス 2: 局 知識の再構築 知識の再構築 記憶の拡張
探求型学習 面
Cシステム
建築モード 第 ム 新旧の組織の手続き的 ム脱離的対処 2 
局 個人の宣言的記憶に 知識同士のすり合わせ 個人の交流記憶に
(2つのモードの衝突)面 基づく補完 基づく補完
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